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外部端子割り込み（IRQ/ETH0_INT/ETH1_INT/ETH2_INT）を立下りエッジで使用する場合において、ユーザーズマニュア

ル「12.3.3 外部端子割り込み」 の通りに設定しますと、設定後に不要な割り込みが発生する場合があると判明致しました。 

つきましては、ユーザーズマニュアルの修正内容を以下に記載致します。 

本内容についてご配慮の上、ご使用くださいますようお願い致します。 

■マニュアル修正内容

以下の章を使用上の注意事項として追記します。 

12.6.1 外部端子割り込みを立ち下がりエッジ、または両エッジで使用する場合 

リセット後の外部端子割り込みの内部レベルは、Highとなっているため、端子の初期入力レベルが Lowかつ立ち下がりエッ

ジ、または両エッジで使用される場合は、以下の手順で設定してください。 

その他の条件で使用する場合は、「12.3.3 外部端子割り込み」の手順で設定してください。 

また、本設定完了前に外部端子割り込みへ立ち下がりエッジが入力されないようにしてください。 

［IRQ端子の場合］ 

1. 該当する IENnビットを”0”にする(IECnビットをセットする)。

2. I/Oポートのポート方向レジスタ（PDR）Pmn方向制御ビットに、”10b（入力）”を設定する。

3. I/Oポート（PmnPFS.ISELビット）の設定、および確認を行う（PmnPFSレジスタをリードする）。

4. IRQFLTE.FLTENi ビットを”0”にする。（注 1）

5. IRQFLTC.FCLKSEL[1:0]でデジタルノイズフィルタのサンプリングクロックを設定する。（注 1）

6. IRQFLTE.FLTENi ビットを”1”にする。（注 1）

7. IRQCRi.IRQMD[1:0]ビットで立ち下がりエッジ、または両エッジに設定。

8. 該当する PICnレジスタを”1”にする（エッジ検出の場合）。

9. 該当する IENnビットを”1”にする。

注1.  デジタルノイズフィルタを使用する場合のみ設定が必要
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［ETH0_INT/ETH1_INT/ETH2_INT端子］の場合 

1. 該当する IENnビットを”0”にする（IECnビットをセットする）。

2. I/O ポートのポート方向レジスタ（PDR）Pmn方向制御ビットに、“10b（入力）” を設定する。

3. I/O ポート（PmnPFS.PSEL[5:0] ビットおよび PMRレジスタ）の設定、および確認を行う（PmnPFSレジスタをリード

する）。

4. EPHYFLTE.EFLTENi ビットを“0” にする。（注 1）

5. EPHYFLTC.EFCLKSEL[1:0] でデジタルノイズフィルタのサンプリングクロックを設定する。（注 1）

6. EPHYFLTE.EFLTENi ビットを“1” にする。（注 1）

7. EPHYCRi.EPHYMD[1:0]  ビットで立ち下がりエッジ、または両エッジに設定。

8. 該当する PICn レジスタを“1” にする（エッジ検出の場合）。

9. 該当する IENn ビットを“1” にする。

注 1. デジタルノイズフィルタを使用する場合のみ設定が必要
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